
 

 

 

 

 

 

   

 

 

  

 

 

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               
 

 

 

 

 

 

 

 

 
                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

－17－ 

去る６月５日（日）開催の関西佐賀県人会「第

６５回総会・ふるさと交流会」において、先の熊

本地震の被災者の皆様へ義援金を贈ろう！との

呼び掛けに、ご参加の会員から寄せられた義援金

を７月１１日（月）、会を代表して、岡豪敏会長、

松尾正隆専務理事、三島事務局長が、熊本県大阪

事務所を訪問し、吉永明彦所長様に贈呈いたしま

した。 

 吉永所長は「直 

接住民に渡るよう 

にしたい。九州全 

体の観光振興を佐 

賀など各県と共に 

取り組んでいる。 

ぜひ熊本県に足を運んでもらいたい。」とお話頂

きました。 

 今回の義援金は、会場で会員のみなさまから頂

いた金額は、１５１，３２８円のほか、ジャンケ

ンゲームの勝者からの寄付金３５，６７７円と似

顔絵の藤弥文枝さんからご寄付金１１，０００円

を合計して、金１９８，００５円を贈呈いたしま

した。               （Ｍ記） 

役員一同からの義援金４万円を贈呈 

去る４月１７日開催の定期役員会で『平成２８年熊

本地震』震災義援金をお願いしたところ、出席役員

の皆さまと佐賀県事務所の皆さまから、多くの善意を

寄せていただきました。 

寄せていただいた義援金は４月１９日（月）に、関

西佐賀県人会役員会一同名で、事務局から熊本県

大阪事務所にお届けました。多くの皆さまの暖か

い善意に心から感謝いたします。 （三島記） 

 

 

去る７月１０日（日）、大阪市中央区の道頓堀ホ

テルで小城市芦刈町（旧芦刈町）出身者で組織さ

れている『関西むつごろう会』が開催され、来賓

１４名、会員３７名が故郷の話などで、楽しい時

間を過ごしました。 

 田中善吾会長は、挨拶で出席者へのお礼とこれ

までの活動状況を述べた後、今後の課題として、

芦刈という枠組みを拡大し『芦刈んもん』から『佐

賀んもん』へのネットワークの拡大と連携を模索

したい。会員のご支援、ご協力をお願いしたいと

熱い思いを述べられました。 

 その後、１４名のご来賓を代表して、江里口秀

次小城市長、平野泰造小城市議会議長をはじめ、

ＪＡ農政協議会、有明漁協芦刈支所、在京芦友会、

関西佐賀県人会の代表から挨拶がありました。 

 乾杯で始まった懇親会は佐賀弁での交流やビン

ゴゲームなどで大いに盛り上がり、芦中校歌斉唱、

万歳三唱で一次会を締めくくり、多くの皆様が二

次会にも参加、来年７月９日（日）に道頓堀ホテ

ルで再開することを誓い合って閉会となりまし

た。               （三島記） 

熊本県へ義援金を贈呈いたしました 第３９回「関西むつごろう会」開催 

 

 
 
 

2015年 9月/11月から大型新船“フェリーおおさか２”“フェリ

ーきたきゅうしゅう２”が就 

航！毎日２便で大阪と北九 

州を結びます。 

快適な瀬戸内海の船旅を 

お楽しみ下さい。 

◆ご予約・お問い合わせ 
・予約ｾﾝﾀｰ ： ０５０－３７８４－９６８０ 
・ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ ： http://www.cityline.co.jp/ 

 
 
 
 
 

スタッフ用「ハッピ」を制作しました 
 平成２８年度開催の「第６５回総会・ふるさと交流会」

で裏方を務めるスタッフの皆さん全員が着用する「ハ

ッピ」を制作いたしました。 

仕様は、「吉原つなぎ柄はっぴ」（株式会社カメオカ

製）で、佐賀県の色に合わせてグリーンの布地に、背

中には当会のシンボルマーク「カチガラス」を入れ、黒

地の両襟に白抜きで県人会名を入れました。 

今後は、各イベント等でも着用していきます。

                       事務局   

 

 


